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【
は
ば
た
き
設
立
か
ら
15
年
が
経
過
】 

は
ば
た
き
福
祉
事
業
団
は
、
平
成
９
年
に
任
意
財

団
と
し
て
発
足
、
平
成
18
年
に
社
会
福
祉
法
人
と
な

り
15
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
の
増
加
や
新
規
エ
イ
ズ
患
者
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

【
被
害
者
の
療
養
の
厳
し
さ
は
年
々
増
し
て
い
ま

す
】 薬

害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
者
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
合

併
症
を
抱
え
、
療
養
の
厳
し
さ
は
増
し
て
お
り
、
毎

年
10
人
以
上
の
被
害
者
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
身
に
症
状
が
及
ぶ
こ
と
が
特
徴
で
、
加
え
て
Ｈ
Ｃ

Ｖ
や
血
友
病
の
問
題
が
多
重
に
絡
み
、
総
合
的
な
医

療
や
福
祉
の
展
開
が
必
要
で
す
。
行
政
の
中
に
は
被

害
者
の
命
を
救
お
う
と
積
極
的
に
動
い
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
３
～
４
年
、
医
療
現
場

や
行
政
担
当
者
の
第
三
者
的
な
対
応
が
目
立
ち
ま

す
。
根
底
に
エ
イ
ズ
対
策
の
軽
視
、
ま
た
薬
害
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
被
害
を
あ
え
て
風
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。 

【
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
応
】 

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
は
ば
た
き
福
祉
事
業
団

は
役
員
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
全
人
的
な
医
療
の

実
現
の
た
め
に
『
患
者
参
加
型
医
療
』
、
『
創
造
す
る

医
療
福
祉
』
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

【
24
年
度
事
業
計
画 

相
談
事
業
】 

こ
れ
ま
で
の
相
談
事
業
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
な
ど
を
活
用
し
た
健
康
相
談
を
試
行
し
拡
充
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
相
談
事
業
の
も
と
に
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
の
推
進
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談 

加
す
る
な
ど
成
果 

が
あ
が
っ
て
き
て 

い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ 

感
染
者
が
安
心
し 

て
働
け
る
環
境
を 

引
き
続
き
整
備
し 

て
い
き
ま
す
。
就 

労
を
切
り
口
と
し 

偏
見
の
解
消
を
目 

指
す
と
と
も
に
、 

多
様
性
を
認
め
る 

社
会
、
一
人
一
人
が
社
会
の
構
成
員
と
い
う
考
え
を

拡
げ
て
い
き
ま
す
。
協
働
は
、
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、

係
る
人
・
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
で
す
。
は
ば
た
き
福
祉
事
業
団
は
、
就
労
の
経

験
を
通
し
て
、
協
働
を
さ
ら
に
多
方
面
に
進
め
て
い

き
ま
す
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
情
報
発
信
】 

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ
ろ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
北
海
道
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
６

本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
用
い
て
情
報
を
伝
え
て
い
ま

す
。
本
部
事
務
所
４
Ｆ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
は
ば
た

き
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
所
蔵
整
理
も
進
み
、
閲
覧
者
の

来
訪
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

【
調
査
・
研
究
事
業
】 

被
害
体
験
を
通
し
て
患
者
参
加
型
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
も
３
本
の
研
究
班
の
分
担

研
究
を
行
い
、
提
言
だ
け
で
な
く
実
践
・
成
果
に
結

び
つ
く
研
究
を
進
め
ま
す
。
助
成
事
業
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
用
い
た
被
害
者
の
長
期
的
フ
ォ
ロ
ー
調
査
研
究
も

２
年
目
と
な
り
充
実
化
を
は
か
り
ま
す
。 

【
教
育
啓
発
・
薬
害
再
発
防
止
】 

毎
年
実
施
し
て
い
る
は
ば
た
き
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
来
年
３
月
５
日
に
開
催
予
定
で
９
回
と

な
り
ま
す
。
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
を
音
楽
を
通
し

て
伝
え
る
役
割
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
継
続
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

事
業
・
サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ
ろ
運
営
）、
中
核
拠
点
病
院

に
医
療
を
福
祉
に
つ
な
ぐ
役
割
を
も
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
ナ
ー
ス
の
配
置
（
エ
イ
ズ
予
防
指
針
に
書
き

込
ま
れ
る
）、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
合
併
症
（
循
環
器
・
腫
瘍
・

脳
へ
の
影
響
・
血
管
症
状
・
老
化
現
象
等
々
や
抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ
薬
に
よ
る
副
作
用
の
研
究
・
治
療
）
対
策
と
受

け
入
れ
病
院
や
療
養
施
設
・
在
宅
療
養
の
確
保
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
被
害
救
済
を
担
う
当
事
者
団
体
と

し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ｈ
Ｃ
Ｖ
・
血
友
病
の
三
つ
の
疾
患
が

絡
む
長
期
療
養
、
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
の
全
国
展
開
を
行
政
と
と
も
に
動
か

し
、
命
と
健
康
を
守
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 

【
遺
族
対
象
の
健
康
検
診
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
】 今

年
度
新
た
に
、
被
害
者
遺
族
を
対
象
と
し
た
健

康
検
診
支
援
事
業
が
始 

ま
り
ま
し
た
。
一
般
の 

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は 

受
け
に
く
い
検
査
な
ど 

を
受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ 

ク
や
自
己
管
理
、
高
齢 

化
対
策
に
役
立
て
て
も 

ら
う
よ
う
に
進
め
た
い 

と
思
い
ま
す
。 

【
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
協 

働
を
進
め
て
い
き
ま
す
】 

就
労
に
つ
い
て
『
協 

働
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に 

進
め
、
障
害
者
手
帳
を 

利
用
し
た
就
労
者
が
増 

  

 

平
成
24
年
度
事
業
ス
タ
ー
ト 

エ
イ
ズ
対
策
、
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
救
済 

マ
ン
ネ
リ
を
払
拭
し
て
、
新
た
な
姿
勢
で
！ 

社
会
福
祉
法
人
は
ば
た
き
福
祉
事
業
団 

理
事
長 

大
平
勝
美 

 

Ａ
Ｃ
Ｃ
の
面
談
室
。
遺
族

健
診
終
了
後
、
医
師
か
ら

詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
す 

 

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
は
ば
た
き
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 



（上）長崎県西海市の社会福祉法人せ

いひ会の施設を見学。老人ホームや通

所リハビリなど、様々な施設がありま

した。（右）オーダーメイドの電動車椅

子。障害者が本当に使いやすく作られ

ています。施設入所や補助具の開発は

長期療養の重要な課題です。 

世
界
血
友
病
連
盟
国
際
会
議
で
、
は
ば
た
き
か

ら
４
本
の
発
表
を
行
い
ま
す 

血
友
病 

世
界
血
友
病
連
盟
の
第
30
回
国
際
会
議
が
７

月
８
～
12
日
の
日
程
で
パ
リ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
補
助
金
に

よ
る
研
究
班
（
主
任
研
究
者
：
坂
田
洋
一
先
生
、

分
担
研
究
者
：
柿
沼
章
子
『
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

被
害
者
・
家
族
の
現
状
か
ら
み
た
、
血
友
病
に

係
る
今
後
の
課
題
及
び
課
題
克
服
へ
の
支
援
研

究
』）
よ
り
３
つ
の
研
究
報
告
と
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
被
害
者
の
肝
移
植
経
験
の
報
告
を
併
せ
て
４

つ
を
発
表
し
ま
す
。 

研
究
班
か
ら
は
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
者
・

家
族
の
「
生
活
の
再
構
築
」「
き
ょ
う
だ
い
」「
学

校
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
調
査
を
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
当
事
者
に
よ
る
肝
移
植
経
験
の
報
告
は

世
界
で
も
例
が
な
く
注
目
さ
れ
る
内
容
だ
と
思

い
ま
す
。 

前
回
で
大
き
く
取 

り
上
げ
ら
れ
た
「
保 

因
者
」
や
「
加
齢
」 

「
遺
伝
を
含
む
家
族 

の
問
題
」
等
、
世
界 

の
最
新
情
報
を
入
手 

し
、
患
者
・
家
族
の 

視
点
か
ら
医
療
・
福 

祉
・
教
育
と
大
き
な 

視
野
で
み
な
さ
ん
へ 

お
届
け
し
ま
す
。 

遺
伝
相
談
体
制
の
構
築
と
Ｓ
Ｗ
・
保
健
師
等
と

の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
計
画 

血
友
病 

平
成
21
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
厚
生
労

働
省
科
学
研
究
補
助
金
に
よ
る
研
究
班
（
主
任

研
究
者
：
自
治
医
科
大
学
坂
田
洋
一
先
生
、
分

担
研
究
者
：
柿
沼
章
子
「
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被

害
者
・
家
族
の
現
状
か
ら
み
た
、
血
友
病
に
係

る
今
後
の
課
題
及
び
課
題
克
服
へ
の
支
援
研

究
」
は
今
年
の
３
月
で
３
年
間
を
終
え
ま
し
た
。

各
年
の
報
告
書
、
冊
子
（
血
友
病
フ
ァ
ク
ト
シ

ー
ト
、
保
因
者
に
つ
い
て
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
等
）

を
ご
希
望
の
場
合
は
本
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
、
引
き
続
き
今
年
度
よ
り
３
年
間
の

継
続
が
決
ま
り
ま
し
た
。
過
去
３
年
間
で
抽
出

さ
れ
た
課
題
を
も
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
特
に
「
遺
伝
相
談
体
制
の
構
築
」
に
重
点

を
置
き
、
３
年
後
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
一

方
で
、
病
気
を
も
ち
な
が
ら
も
地
域
社
会
で
生

活
す
る
と
い
う
視
点
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
保
健
師
等
と
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
も
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

        

聞
き
取
り
を
中
心
に
Ｍ-

Ｂ
Ｉ
Ｔ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

加
え
て
多
面
的
に
研
究
を
行
い
ま
す 

長
期
療
養 

平
成
22
年
か
ら
始
ま
っ
た
長
期
療
養
の
研
究 

 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
し
た
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ

ク
・
健
康
相
談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ 

近
年
、
地
方
在 

住
の
患
者
の
多
く 

に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ｈ 

Ｃ
Ｖ
と
の
重
複
感 

染
に
よ
る
肝
疾
患 

や
血
友
病
由
来
の 

関
節
障
害
が
悪
化 

し
、
医
療
機
関
へ 

の
通
院
が
困
難
と 

な
り
、
状
態
が
悪 

化
す
る
ほ
ど
医
療 

へ
の
ア
ク
セ
ス
が 

困
難
に
な
る
と
い 

う
ケ
ー
ス
が
多
く 

見
ら
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
し
た
健
康
状
態

の
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
の
支
援
と
し
て
「
医

療
ア
ク
セ
ス
の
困
難
な
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
血
友

病
患
者
の
急
激
な
健
康
状
態
悪
化
に
か
か
わ
る

携
帯
情
報
端
末
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）
を
活
用
し
た
緊

急
健
康
相
談
支
援
構
築
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

平
成
23
年
度
は
、
九
州
地
方
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
実
施
し
、
今
年
度
は
そ
の
対
象
を
他

の
地
方
に
も
広
げ
て
い
き
ま
す
。
入
力
し
た
デ

ー
タ
は
自
分
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
健

康
状
態
や
セ
ル
フ
ケ
ア
の
向
上
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
心
身
の
不
調
な
ど
、
相
談
員
へ
の

健
康
相
談
も
可
能
で
す
。 

緊
急
時
や
医
療
内
容
の
相
談
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
に
つ
な
ぐ
と
こ
と
で
、
長
期
療

養
で
の
課
題
で
も
あ
る
医
療
の
ア
ク
セ
ス
の
改

善
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

班
が
、
今
年
度
よ
り
エ
イ
ズ
予
防
財
団
の
木
村

哲
理
事
長
が
研
究
代
表
者
と
な
り
、「
血
液
凝
固

因
子
製
剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
者
の
長
期

療
養
体
制
の
整
備
に
関
す
る
患
者
参
加
型
研

究
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

は
ば
た
き
福
祉
事
業
団
は
、
こ
の
研
究
班
で

は
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
２
年
間
で
90
名
の
方
に
聞
き
取
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
聞
き
取
っ

た
内
容
を
ワ
ー
ド
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
で
精
査

し
、
さ
ら
に
質
問
紙
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
含
め
て
詳
細
な
分
析
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
新
た
に
20
名
の
方
に
聞
き
取
り
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し

た
健
康
状
態
の
把
握
と
相
談
対
応
、
そ
し
て
Ｍ-

Ｂ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
健
康

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。
こ
う
し
て
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
肝
臓
、
リ
ハ
ビ
リ
、

精
神
健
康
等 

の
専
門
家
の 

協
力
で
分
析 

検
討
を
行
い
、 

長
期
療
養
に 

役
立
て
て
い 

き
ま
す
。 
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３年間の総まとめとな

る報告書 

 

２
年
に
１
度
行
わ
れ

る
Ｗ
Ｆ
Ｈ
国
際
会
議
。

前
回
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
大
会
で
は
１
０

６
カ
国
４
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た 

 

全
国

40

名
の
患
者
が
参

加
。
食
欲
や
服
薬
な
ど
、
毎

日
の
健
康
状
態
を
入
力
し

ま
す 



 
 
 
 

薬
害
エ
イ
ズ
事
件
を
社
会
に
訴
え
続
け
て
い

く
和
解
記
念
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

和
解
記
念
集
会 

薬
害
エ
イ
ズ
事 

件
で
和
解
し
た
被 

害
者
は
１
３
８
４ 

人
、
そ
の
う
ち
６ 

６
９
人
も
の
命
が 

す
で
に
奪
わ
れ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
も
多
く 

の
被
害
者
が
Ｈ
Ｉ 

Ｖ
に
伴
う
合
併
症 

や
肝
疾
患
に
苦
し 

ん
で
い
ま
す
。 

今
も
続
く
薬
害 

エ
イ
ズ
事
件
の
こ
と
を
広
く
社
会
に
訴
え
続

け
て
い
く
た
め
、
毎
年
３
月
末
ご
ろ
に
東
西
原

告
団
・
弁
護
団
主
催
に
よ
る
和
解
記
念
集
会
が

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
和
解
記
念
集

会
は
３
月
24
日
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
行
い
ま
し
た
。
東
京
で
開
催
す

る
と
き
は
、
は
ば
た
き
福
祉
事
業
団
が
事
務
局

を
務
め
、
今
年
も
事
務
局
を
担
当
い
た
し
ま
し

た
。
和
解
か
ら
16
年
と
い
う
年
月
が
経
過
し
、

「
被
害
者
た
ち
の
い
ま
」
と
題
し
て
東
西
の
原

告
団
代
表
か
ら
被
害
者
の
現
状
報
告
を
行
い

ま
し
た
。 

例
年
通
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の
代
理
と
し
て

医
薬
食
品
局
長
に
献
花
お
よ
び
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
献
花
も
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
医
療
関
係
者
の
来
場
が
目
立

ち
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
医
療
者
の
方
を

含
め
、
約
70
名
の
方
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

毎
年
毎
年
続
け
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
再
確

認
し
ま
し
た
。 
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平成24年3月31日現在 （単位千円） （単位千円） （単位千円）

勘定科目 合計 社会福祉事業 公益事業 合計 社会福祉事業 公益事業 合計 社会福祉事業 公益事業

81,445 77,327 4,118 81,394 78,297 4,645

流動資産 31,530 12,255 19,275 87,200 81,606 5,594 84,604 80,035 6,117

固定資産 266,988 266,988 0 △5,755 △4,279 △1,476 △3,210 △1,738 △1,472

 （基本財産） 100,000 100,000 0 74 1,095 527 0 0 0

 （その他の固定資産） 166,988 166,988 0 0 1,025 523 0 0 0

資産の部合計 298,518 279,243 19,275 74 70 4 0 0 0

△5,681 △4,209 △1,472 42 42 0

流動負債 3,334 3,334 0 0 0 0 2,120 2,120 0

固定負債 0 0 0 0 0 0 △2,078 △2,078 0

負債の部合計 3,334 3,334 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 600 600 0

基本金 10,000 9,000 1,000 49 49 0 △600 △600 0

資本金 0 0 0 △49 △49 0 0 0 0

国庫補助金等特別積立金 585 585 0 △5,730 △4,258 △1,472

その他の積立金 134,500 134,500 0 0 0 0

次期繰越活動収支差額 150,099 131,824 18,275 △5,730 △4,258 △1,472 34,083 13,336 20,747

（うち当期活動収支差額） △5,728 △4,257 △1,471 156,429 136,682 19,747 28,195 8,920 19,275

純資産（資本）の部合計 295,184 275,909 19,275 150,699 132,424 18,275

負債及び純資産の部合計 298,518 279,243 19,275 0 0 0

0 0 0

0 0 0

600 600 0

150099 131824 18275

特別収入 (11)

特別支出 (12) 

特別収支差額 (13)=(11)-(12)

その他の積立金積立額 (22)

前期繰越活動収支差額 (17)

当期末繰越活動収支差額 (18)=(16)+(17)

基本金取崩額 (19)

基本金組入額 (20)

繰

越

活

動

収

支
次期繰越活動収支差額

 (23)=(18)+(19)-(20)+(21)-(22)

事業活動収支差額 (3)=(1)-(2)

事

業

活

動
収

支

事業活動外収入 (4)

事業活動外支出 (5)

事業活動外収支差額 (6)=(4)-(5)

事

業

活

動

外

収

支

△5,888 △4,416 △1,472

平成23年度　社会福祉法人会計統括表

負債の部

純資産（資本）の部

資産の部

貸借対照表 事業活動収支計算書

勘定科目

資金収支計算書

勘定科目

（自）平成23年4月1日 （至）平成24年3月31日 （自）平成23年4月1日 （至）平成24年3月31日

事業活動収入 (1)

事業活動支出 (2)

財

務

活

動

収

支

予備費 (13)

税引前当期活動収支差額 (14)=(7)+(10)+(13)

経常収支差額 (7)=(3)+(6)

就

労

支

援

事

業

収

支

就労支援事業収入 (8)

就労支援事業支出 (9)

就労支援事業活動収支差額 (10)=(8)-(9)

特

別

収

支

経常活動収入 (1)

経常活動支出（2）

経常活動収支差額 (3)=(1)-(2)

経

常

活

動
収

支

就労支援事業収入 (4)

就労支援事業支出 (5)

就労支援事業活動収支差額 (6)=(4)-(5)

就

労

支

援

事

業

収

支

施設整備等収入 (7)

施設整備等支出 (8)

施設整備等収支差額 (9)=(7)-(8)

財務活動収入計 (10)

財務活動支出計 (11)

財務活動収支差額 (12)=(10)-(11)

施

設

整

備

等

収

支

当期資金収支差額合計 (14)=(3)+(6)+(9)+(12)-(13)

前期末支払資金残高 (15)

当期末支払資金残高 (14)+(15)

その他の積立金取崩額 (21)

法人税、住民税及び事業税負担額 (15)

当期活動収支差額 (16)=(14)-(15)

（社会福祉法人会計）　（自）平成24年4月1日 （至）平成25年3月31日 （単位：円） （公益事業会計）　（自）平成24年4月1日 （至）平成25年3月31日 （単位：円）

合計 本部 身体障害者の更生相談 合計 相談・支援事業 調査研究事業 教育啓発事業

受託事業収入 55,728,000 0 55,728,000 受託事業収入 1,810,000 1,810,000 0 0

経常経費補助金収入 17,850,000 0 17,850,000 寄付金収入 0 0 0 0

寄付金収入 3,000,000 3,000,000 0 雑収入 0 0 0 0

雑収入 2,700,000 2,700,000 0 受取利息配当金収入 0 0 0 0

受取利息配当金収入 15,000 15,000 0 経常収入計（1） 1,810,000 1,810,000 0 0

経理区分間繰入金収入 16,697,696 0 16,697,696 人件費支出 100,000 100,000 0 0

経常収入計（1） 95,990,696 5,715,000 90,275,696 事務費支出 2,700,000 600,000 0 2,100,000

人件費支出 32,071,463 4,820,000 27,251,463 事業費支出 2,800,000 2,800,000 0 0

事務費支出 59,940,933 140,000 59,800,933 経常支出計(2) 5,600,000 3,500,000 0 2,100,000

事業費支出 1,052,000 0 1,052,000 △3,790,000 △1,690,000 0 △2,100,000

経理区分間繰入金支出 16,697,696 16,697,696 0 収入 施設整備等収入計(4) 0 0 0 0

経常支出計(2) 109,762,092 21,657,696 88,104,396 支出 固定資産取得支出 0 0 0 0

△13,771,396 △15,942,696 2,171,300 施設整備等支出計(5) 0 0 0 0

収入 施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0 0 0

支出 施設整備等支出計(5) 0 0 0 収入 財務収入計(7) 0 0 0 0

経常活動資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0 支出 財務支出計(8) 0 0 0 0

積立預金取崩収入 16,500,000 16,500,000 0 0 0 0 0

財務収入計(7) 16,500,000 16,500,000 0 △3,790,000 △1,690,000 0 △2,100,000

支出 財務支出計(8) 0 0 0

16,500,000 16,500,000 0 20,173,589 3,489,915 7,191,665 9,492,009

予備費(10) 2,000,000 0 2,000,000 16,383,589 1,799,915 7,191,665 7,392,009

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 728,604 557,304 171,300

23,602,125 3,998,236 19,603,889

24,330,729 4,555,540 19,775,189

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

前期未支払資金残高（12）

当期未支払資金残高(11)+(12)

当期未支払資金残高(11)+(12)

前期未支払資金残高（12）財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

平成24年度　資金収支予算表

勘定科目 勘定科目

収入

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

収入

支出

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支

財

務

活

動

に

よ

る

収

支

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

収入

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支

財

務

活

動

に

よ

る

収

支

支出

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
が
取
れ
て
い
る
デ

ン
マ
ー
ク
の
事
例
を
調
査
し
ま
す 

自
立
支
援 

小
児
が
ん
に
関
す
る
情
報
発
信
（
こ
ど
も
の

自
立
支
援
）
成
育
医
療
研
究
開
発
費
の
研
究
事

業
（
主
任
研
究
者
成
育
医
療
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
森
鉄
也
先
生
、
分
担
研
究
者
：
柿
沼
章
子
「
小

児
が
ん
に
関
す
る
情
報
発
信
（
こ
ど
も
の
自
立

支
援
）』
を
今
年
度
よ
り
３
年
間
取
り
組
み
ま

す
。 今

年
度
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
が
取

ら
れ
て
い
る
高
福
祉
国
家
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
調

査
し
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
保
健
師
の
質
、
量

と
も
に
充
実
し
て
い
る
た
め
、
血
友
病
の
課
題

克
服
へ
の
支
援
研
究
で
も
取
り
組
む
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
師
等
と
連
携
す
る
シ
ス

テ
ム
構
築
に
は
と
て
も
重
要
な
調
査
と
な
り

ま
す
。 

疾
患
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ど
も
が
自
立
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か

を
し
っ
か
り
と
調
べ
、 

こ
れ
ま
で
の
成
育
研 

究
調
査
と
併
せ
具
体 

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、 

実
践
体
制
を
目
指
し 

て
い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 

 

この研究では、これ

までにフィンラン

ド（上）とイギリス

（右）の先行事例の

調査も行いました 

 
 

亡
く
な
ら
れ
方
は
献
花
で

追
悼
し
ま
し
た 



 素
晴
ら
し
い
演
奏
と
詩
の
朗
読
が
多
く
の
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た 

コ
ン
サ
ー
ト 

２
月
16
日
に
第
８
回
は
ば
た
き
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
津
田
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
を
上
回
る
約
３
０
０
名
が
来
場
、
須

川
展
也
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
や
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
の
猫
殿
さ
ん
の
歌
声
が
多
く
の
方
を
魅

了
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
毎
回

迫
田
朋
子
さ
ん
が
被
害
者
の
思
い
を
詩
に
し
て

朗
読
し
て
く
だ
さ
り
、
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
被
害
を
広 
 

昨
年
８
名
が
受
診
し
た
遺
族
の
健
康
診
断
が
事

業
化
さ
れ
ま
し
た 

遺
族
支
援 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
者
遺
族
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度
に
行
い
ま
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
遺

族
実
態
調
査
の
紙
面
調
査
結
果
を
も
と
に
、
昨

年
度
は
遺
族
の
方
の
心
身
の
不
調
の
改
善
に
繋

が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
診
断
の
受
診
支

援
を
お
こ
な
う
「
遺
族
の
た
め
の
調
査
研
究
事

業
」
が
試
行
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
８
名
の
参
加
が
あ
り
、「
気
持
ち
よ
く
受

診
で
き
た
」
、
「
安
心
し
て
受
診
で
き
た
」
、
「
自

分
の
た
め
に
身
体
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
試
行
実
施
結
果
を
受
け
、
平
成
24
年
度

は
、「
遺
族
の
健
康
相
談
・
健
康
支
援
事
業
」
と

し
て
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
薬

害
被
害
に
理
解
の
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
受
診
す
る
だ

け
で
な
く
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
前
訪
問
を

行
い
、
参
加
者
の
現
状
に
沿
っ
た
検
査
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
、
は
ば
た
き
の
専
門
家
相
談
員

と
Ａ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
で
一
緒
に
受

診
計
画
を
た
て
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
事
後
フ

ォ
ロ
ー
と
し
て
、
よ
り
適
切
な
医
療
を
選
択
で

き
る
よ
う
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●東 京 本 部 
 

●北海道支部 

 

●東 北 支 部   
 

●中 部 支 部 
   

 

●九 州 支 部   
 

社会福祉法人はばたき福祉事業団 
Social Welfare Project HABATAKI Welfare Project 

〒162-0814 東京都新宿区新小川町 9番 20号 新小川町ビル 5F 
TEL 03-5228-1200 FAX 03-5227-7126 

〒064-0805 札幌市中央区南 5条西 10丁目 サンハイツ南 5条 1005号 

TEL/FAX 011-551-4439 

〒983-0047 仙台市宮城野区銀杏町 7-14 銀杏ビル 102号  
TEL/FAX 022-791-9270 

〒461-0001 名古屋市東区泉 1-1-35 ハイエスト久屋 5F 
柴田・羽賀法律事務所気付 
TEL/FAX 0583-89-4909 

〒810-0062 福岡市中央区荒戸 3-2-5 東峰マンション第一西公園 303号 
TEL/FAX 092-717-6329 

く
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま

い
の
地
域
で
十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
、
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
薬
害
エ
イ
ズ
で
大
切
な
家
族
を
失
っ
た

遺
族
は
、
今
も
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
な
か
に
つ
ら

さ
を
抱
え
た
ま
ま
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
遺
族
で

集
ま
る
場
が
九
州
で
も
ほ
し
い
と
い
う
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
遺
族
同
士
で
語
り
合

い
、
支
え
合
う
集
い
を
秋
に
開
く
予
定
で
す
。 

 

そ
し
て
、
薬
害
エ
イ
ズ
被
害
を
伝
え
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
対
す
る
差
別
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
、
ハ
ー

ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡
で
一
般
市
民
へ
理
解
を

呼
び
か
け
る
ほ
か
、
医
療
関
係
者
等
へ
の
講
演

活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 
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た
く
さ
ん
の
会
話
す
る
機
会
を
持
ち 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を 

●
中
部
支
部 

今
年
に
入
り
、
相
次
い
で
２
名
の
方
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
重
複
感
染
を
し
て
い
る
患
者
に

と
っ
て
医
療
の
進
歩
は
待
ち
望
ん
で
い
る
も
の

で
す
。
新
し
い
医
療
を
自
分
自
身
に
取
入
れ
て

い
く
知
識
と
行
動
が
、
生
き
る
事
に
繋
が
り
ま

す
。
今
年
の
中
部
の
活
動
は
、
一
人
一
人
を
大

切
に
、
た
く
さ
ん
の
会
話
す
る
機
会
を
持
つ
、

そ
し
て
今
年
か
ら
事
業
化
さ
れ
た
遺
族
健
診
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

患
者
の
地
域
で
の
医
療
支
援
と
不
安
解
消
を 

遺
族
は
語
り
合
い
の
集
い
を
開
き
ま
す 

●
九
州
支
部 

患
者
に
つ
い
て
は
、
合
併
症
、
高
齢
化
に
よ

る
体
調
の
悪
化
や
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
多 

 

患
者
の
高
齢
化
を
前
に
し
て 

●
北
海
道
支
部 

患
者
の
高
齢
化
な
ど
で
、
施
設
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染 

者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
が
あ
る
の
か
が
心
配
さ

れ
る
な
か
、
道
内
の
施
設
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー 

ト
調
査
を
計
画
中
で
す
。
も
し
も
充
分
な
受
け

入
れ
体
制
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
問
題

が
あ
る
の
か
、
何
を
変
え
て
い
け
ば
解
決
さ
れ

る
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者

支
援
（
勉
強
会
や
相
談
）、 

検
査
・
相
談
担
当
者
研 

修
会
、
施
設
職
員
の
た 

め
の
研
修
会
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ 

情
報
交
換
会
を
昨
年
と 

同
様
に
開
催
し
ま
す
。 

６
月
１
～
５
日
、
札
幌
地
下 

街
歩
行
空
間
で
開
催
さ
れ
た 

パ
ネ
ル
展 

く
社
会
に
伝
え
て
い
く
企
画
と
し
て
好
評
で

す
。
今
回
は
あ
る
患
者
さ
ん
か
ら
、
同
じ
く
薬

害
エ
イ
ズ
の
被
害
で
亡
く
な
っ
た
叔
父
さ
ん
に

対
す
る
思
い
聞
き
取
り
、
詩
に
し
ま
し
た
。
今

年
そ
の
患
者
さ
ん
は
、
叔
父
さ
ん
と
同
じ
年
齢

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。 

次
回
の
開
催
は
来
年
３
月
５
日
、
会
場
は
津

田
ホ
ー
ル
で
す
。
演
奏
家
に
は
、
ホ
ル
ン
の
松

崎
裕
さ
ん
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
福
士
マ
リ
子
さ
ん

を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

 

（
上
）
詩
の
朗
読
に
合
わ
せ
池
辺
晋
一
郎
先
生
が
ピ

ア
ノ
を
演
奏
（
下
）
猫
殿
さ
ん
と
須
川
さ
ん
の
競
演 

５
年
目
を
迎
え
る
「
サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ
ろ
」 

サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ
ろ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
室
「
サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ

ろ
」
は
今
年
の
12
月
で
丸
５
年
を
迎
え
ま
す
。

４
月
末
ま
で
に
３
７
１
２
名
（
一
月
平
均
70
名
）

の
検
査
を
し
、
の
べ
７
６
４
名
の
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
時
に
は
、
何
年
も
感
染
を
心
配
し
て

よ
う
や
く
「
サ
ー
ク
ル
さ
っ
ぽ
ろ
」
に
た
ど
り

着
い
た
と
涙
な
が
ら
に
話
す
人
が
い
た
り
、「
も

っ
と
広
報
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」
と
励
ま

し
て
く
れ
る
方
が
い
た
り
。
行
政
（
札
幌
市
）

も
参
加
す
る
諮
問
委
員 

会
で
、
課
題
を
ひ
と
つ 

ず
つ
解
決
し
て
運
営
し 

て
い
ま
す
。 

大
通
り
地
下
街
で
の
「
ち
ょ 

こ
っ
と
の
愛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 


